































 入院患者 1136例のうち単身世帯は 120例あった。そのなかで「入院申込書」の保証人欄に署名のな
いものが 19例ある（入院患者の 1.7％、単身世帯のうち 15.8％）。これらは、入院時における病院の要
請にもかかわらず、来院する家族もなく、保証人を用意することも適わなかった事例であり、社会的に
孤立した状況にあったといえる。 
さらに、この単身世帯について、保証人の「ある群」と「ない群」それぞれの経済的状況を把握する
ために医療費区分を確認したところ、19例の保証人の「ない群」においては「上位所得世帯」は存在せ
ず、「生活保護受給世帯」と「市民税非課税世帯」が集中し、「ある群」と比較すると明らかな偏りが見
られた。以上の結果は、入院患者において社会的に孤立するものは、所得階層においても相対的に低位
にあることを、科学的に示すことになる。 
 
 以上の調査結果から、社会政策の課題を考察した。論文を執筆中である。 
